
令和７年度各学校・課程・学科の垣根を超える高等学校改革推進事業（学びの機会の充実ネットワークの構築）鹿児島県教育委員会

かごしま Online－Campus

本県においては，離島を中心に小規模高等学校における教員数が少ないことから，
大学進学等の進路希望に対応した教科・科目の開設が困難な状況があるため，遠隔授
業等により幅広い科目を開設し，生徒たちの学習の幅を広げることが必要となってい
る。そのため，小規模高等学校において遠隔授業や通信教育が可能となる環境を整え
ることで，子どもたちの学習の幅を広げ，学習意欲のある生徒が地元で学びを継続で
きるよう，本事業を活用する。

離島等の小規模高等学校に在籍する生徒の多様な学習ニーズを
満たす，質が高い遠隔授業及び通信教育を実施し，また「かごしま
Online-Campus」の円滑な運営体制を確立することにより，生徒
の社会の変化を乗り越え，未来の社会の創り手となる資質・能力を
育成する。

背
景

目
的

１．実施体制

２．取組状況

３．今年度の成果と今後の課題
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プロジェクト
チーム
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構成校
（◎は受信校）

種子島中央高校，屋久島高校，◎大島北高校，◎古仁屋高校，◎喜界高校，
徳之島高校，◎沖永良部高校，◎与論高校

遠隔授業配信
センター

教頭・教諭（遠隔授業担当）
配信教科・科目：公民，数学，理科（物理，地学），外国語，情報

⑴ 配信センターの設置
① 県総合教育センター内に設置
② 配信者の所属は鶴丸高校
③ 開所式を実施

⑵ 単位認定が可能な遠隔授業の実施
① 受信校５校、延べ213人に配信
② ５教科６科目の授業配信
③ 公開授業の実施
④ 配信者及び協力員への研修を実施

⑴ 今年度の成果
① 単位認定が可能な遠隔授業の実施
② 遠隔授業「受信校の手引」の更新
③ 円滑な授業配信及び通信教育に向けた工夫
④ 遠隔授業推進フォーラム及び巡回型協力員の実施

⑵ 今後の課題
① 本事業の目的に合致する配信計画の推進
② より充実した配信の実施

⑶ 通信教育の実施
① 主体的学習の促進を目的として実施
② 進捗状況の客観的な可視化

⑷ 運営指導委員会の実施
① 年２回実施（７月、１月）
② 運営指導委員による研修

【受信側の様子】 【配信側の様子】
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１．遠隔授業実施の様子

２．教職員、生徒の感想

⑴ 良かったこと
【学校経営上】

【教職員（配信者）】
・動画教材やＡＩの活用を通して、授業に効果的に取り組めた。

【教職員（協力員）】
・対面授業時の面談など、生徒の進路実現に向けて丁寧に支援してもらうこと

【生徒】
・遠隔授業は、わかりやすい説明で、友達とも協力し合いながらできた。
・対面と変わらず全く不便なところもないし、むしろチャットやリアクションなど

【遠隔授業の様子】 【動画教材を活用(政治・経済)】【対面授業時の実験・面談の様子】

【交流授業(情報)】

【AIを授業で活用(数学)】

⑵ 次年度へ改善点と提案
【教職員（配信者）】
・新しい授業デザインと研修が必要。
・対面授業と比べて、コミュニケーションの取り方

【教職員（協力員）】
・配信教員に、生徒の反応をもっと伝える必要

・初任者等の学びの場として提供してみてはど

【生徒】
・遠隔授業でも遠慮せずにしっかりと意見を言う。
・画面越しでも理解できるようにする。

【大島北】

【沖永良部】

【与論】

【古仁屋】

【喜界】

R7授業アンケート結果

延べ8,783人中

島根県

はい：97.5%

いいえ：2.5%

充実した学習活動だったか

はい：96.6%

いいえ：3.4%

学習目標を達成したか

・従来開設されていない科目「情報Ⅱ」及び「地学基礎」の履修を遠隔授業で開
始し理数系科目の充実を図ることができた。

・専門性の高い教員が授業を担当し、離島の豊かな地質的特徴を活かした授業
を通じて、他校や大学等と連携を深めることができた。

ができた。

でお互いに勉強をしている感じがあってよかった。

がある。

うか。

が難しかった

実験

面談

面談

打合せ
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１．通信教育実施の様子

２．教職員、生徒の感想

⑴ 良かったこと
【教職員（配信者）】
① 事前説明を行うことで、動機づけにつながった。
② グループ活動を取り入れるお互いの進捗状況を共有した。
③ 「いいねボタン」や「ログインボーナス」等の仕掛けを導入した。

【生徒】
① 計画的に進めることができた。
② コツコツ積み重ねが大切だと感じた。
③ 分からないところが分かるようになった。
④ 模試で良い結果が出た。
⑤ 習慣をつけることが大切だと思った。

⑵ 改善点・反省
【教職員（配信者）】
① 進捗状況の共有を、計画の見直し等に生かすことができ
なかった。

② ゲーミフィケーションの仕掛けを、動機づけにつなげる
ことができなかった。

【生徒】
① 計画的に学習を続けられない。
② 行事等でスプレッドシートをあまり見ることができなかった。

【各教科の取組】

・生徒が「粘り強く自己調整しながら学ぶ」ための 主体的な学びのデザイン の構築

【事前説明】

数学

英語

【励まし合い】

ログインボーナスといいねボタン（数学）

友人のコメント（英語）

R7
達成
14人
35.9％

未達成
25人
64.１％

主体的に課題を達成するための取組
・やる気を出すための事前説明（R6、R7）
・途中での教員の声かけ（R6、R7）
・生徒相互の励まし合い（R7）

【R7の取組】
3月3日現在
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